
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 成績アップのヒントとなる学習習慣

は、学習時間と予習への取り組みです。 

 成績がよかった人は平日１時間以上

の学習をしており、本文の訳を考える

ところまでの予習をしている人が多く

なっています。一方、成績がよくなか

った人は予習をしておらず、語句の意

味も全く調べない人が目立ちます。 

学習時間を確保し、毎日の予習をき

ちんと行うという基本的な学習習慣を

再度見直すことが大切です。 

□古文・漢文の授業の予習への取り組み       （単位：％） 

選択肢 成績◎ 成績▲ 

次の授業で学習する範囲をひと通り見ておく 10.0 9.9 

本文をノートに写すが内容は調べない 16.7 19.1 

わからない箇所を辞書などで調べておく 16.0 6.1 

辞書などを使い全文を現代語訳しておく 36.7 2.8 

ガイドや参考書などの現代語訳を書き写す 3.4 2.1 

辞書で確認した語句の意味をノートに写す 2.9 3.1 

その他 2.3 4.9 

予習しないよう指示された 0.2 0.5 

予習はしていない 11.7 50.6 

 
□古文・漢文の自宅学習内容               （単位：％） 

選択肢 成績◎ 成績▲ 

予習・宿題 44.8 10.5 

宿題・復習 8.2 11.4 

予習・宿題・復習 14.2 2.5 

予習・宿題・復習と自主学習 3.4 0.9 

宿題と試験前の学習のみ 17.7 26.7 

試験前の学習のみ 4.7 14.7 

予備校・塾・通信教育に関連した学習が中心 1.9 0.8 

自宅では何もしていない 5.0 31.4 

 

成績アップのヒントとなる学習習慣 

□古文・漢文の授業の予習への取り組み 

□古文・漢文の自宅学習内容 

□古文の辞書の利用のしかた 

□国語のノートのとり方 

□本や新聞の読み方 

□英語の語句の調べ方                             （単位：％） 

選択肢 成績◎ 成績▲ 

文意に合うものを探し例文も確認 34.2 9.7 

意味をひと通り確認し文意に合うものを探す 59.4 34.6 

辞書に挙がっている１番目の意味だけを確認 4.0 22.5 

辞書を使わず教科書ガイドなどで確認する 1.0 14.6 

語句の意味は全く調べない 1.2 16.7 

 

□英語の平日の学習時間【自宅内】                 （単位：％） 

選択肢 成績◎ 成績▲ 

ほとんどしない 14.2 61.4 

30分 27.6 24.1 

１時間 34.4 9.3 

１時間30分 13.4 2.8 

２時間以上 7.5 1.4 

 □英語の授業の予習への取り組み                   （単位：％） 

選択肢 成績◎ 成績▲ 

教科書の本文を声に出して読む 3.9 4.4 

新出の単語や熟語を辞書で調べる 13.6 14.0 

不明な単語等を調べ文脈から意味を考える 16.0 4.9 

本文を訳している（または訳を考えている） 37.0 10.0 

わからない文法事項を参考書などで調べる 1.8 1.5 

本文をノートに写し授業で書き込むよう準備 6.8 10.3 

教科書のリスニングＣＤを聞く 0.8 2.6 

予習用のワークブックやプリントに取り組む 6.0 3.2 

その他 3.1 12.1 

予習しないよう指示された 0.8 0.3 

予習はしていない 10.0 36.1 

 

成績アップのヒントとなる学習習慣 

□英語の平日の学習時間【自宅内】 

□英語の授業の予習への取り組み 

□英語の語句の調べ方 

□英語の自宅学習内容 

□英語の授業理解度 
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□ 平日は２時間以上、休日は３時間以

上の自宅学習時間を確保している 

□ 希望進路が決定している 

□ 部活動と学習の両立ができている 

□ 古文・漢文は予習中心の学習で、辞

書を活用している 

□ 数学は定期試験対策で問題演習を

多く行っている 

□ 英語は予習中心の学習で、毎日１

時間以上を確保している 

□ 自宅学習時間は１時間未満 

□ 進路が未定で、進路研究を先送りにし

ている 

□ 教科に対して不安感を持っている 

□ 古文・漢文の予習・復習など、自宅学

習をしていない 

□ 数学は、問題演習をあまり行っていな

い 

□ 英語の予習をしておらず、学習時間を

ほとんど確保できていない 

成績アップのヒントとなる学習習慣 

□数学の休日の学習時間【自宅内】 

□数学の定期試験前の学習内容 

□数学の宿題・授業の復習への取り組み 

□数学のすぐには解けない問題への対応 

□数学の授業理解度 

□数学の定期試験前の学習内容                     （単位：％） 

選択肢 成績◎ 成績▲ 

教科書を理解し問題集にも取り組む 44.7 5.9 

教科書の章末問題まで理解している 31.3 10.9 

教科書の例題まで理解している 8.8 26.4 

教科書の内容をノートを見直して復習する 6.9 27.7 

教科書の公式や定理のみを暗記している 2.7 19.4 

試験前の学習は特にしない 5.6 8.8 

 □数学の宿題・授業の復習への取り組み             （単位：％） 

選択肢 成績◎ 成績▲ 

宿題と復習は必ずする 46.7 11.1 

宿題はしていないが復習はする 3.9 3.9 

宿題はしているが復習はしていない 40.9 42.5 

宿題は完全にできず復習も手が回らない 4.1 18.3 

復習はせず宿題は写させてもらうことが多い 1.2 11.0 

宿題も復習もしていない 3.0 12.4 

 

成績アップのヒントとなる学習習慣

は古文・漢文の学習法です。   

成績がよかった人（成績◎）は、自

宅では予習中心の学習を行い、辞書な

どを使って全文を現代語訳するところ

までの予習に取り組んでいます。 

一方、成績がよくなかった人（成績

▲）は、予習は行わず、試験前の学習

のみという人が多いようです。 

古文・漢文の学習法について見直し

てみましょう。 

 成績アップのヒントとなる学習習慣

は、学習時間と宿題・復習への取り組

み、定期試験前の学習内容です。 

 成績がよかった人は、定期試験前に

は教科書の章末問題や問題集など問題

演習に多く取り組んでいますが、成績

がよくなかった人は、自宅学習はほと

んどしておらず、定期試験前でも例題

の理解やノートの見直し程度です。 

 宿題・復習や定期試験の対策に継続

的に取り組むことが大切です。 

猪苗代高等学校 ２年進路だより５月号 

～高２学習のポイントをつかもう～ 

新学年になってから１か月が経ちました。「２年生では気持ちを新たに頑張ろう」と思っている人も多い

と思います。まもなく、２年生になって最初の定期試験が実施されます。２年生では、受験はまだまだ先

のことと考えがちですが、この１年間をどのように過ごすかによって、大きな差ができてしまいます。毎

日の学習をもう一度振り返ってみましょう。 

成績がよかった人・よくなかった人の２年生スタート時の学習習慣 

国語 

数学 

英語 

□数学の休日の学習時間【自宅内】                 （単位：％） 

選択肢 成績◎ 成績▲ 

ほとんどしない 13.8 60.5 

30分 15.2 20.4 

１時間 23.8 11.2 

１時間30分 14.9 3.8 

２時間以上 18.8 2.5 

 

データは、2013年度スタディーサポート２年生第１回全国集計結果より。 

～主要教科を例に成績アップのヒントとなる学習習慣を見てみましょう～ 


